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著
名
字
号
之
事
。

姓
源
、
名
は
鳳
卿
、
字
子
壷
、
一
ノ
字
は
平
角
、
号
は
錦
江
、
又
芙
蓉
道
人
と

号
。 

 
實
名
歯
噛
通
り
字
を
用
候
事
。
今
の
名
乗
を
名
と
し
、
俗
名
の
外
に
字
を

 
 
推
可
爵
位
。
名
は
父
よ
り
命
じ
字
は
朋
友
よ
り
命
ず
る
哉
の
事
。

父
祖
よ
り
書
字
と
申
事
不
當
事
に
候
。
古
中
華
に
て
は
詳
と
申
事
の
候
。
筆
記

に
周
人
以
諦
至
神
と
覧
て
祭
る
時
は
諦
を
称
候
。
國
俗
諦
と
は
実
名
の
事
と
心

得
候
事
、
歴
々
儒
者
衆
此
惑
有
之
候
。
又
毒
手
に
生
名
死
誰
と
」
（
2
5
オ
）
有
之
候
。

生
時
は
名
と
称
し
、
死
し
て
は
才
名
を
諺
と
唱
申
候
。
然
共
漢
時
適
例
あ
る
よ

し
王
算
州
四
部
稿
に
見
え
候
。
當
時
御
堂
上
に
て
や
・
も
す
れ
ば
當
今
御
燈
な

ど
御
選
候
。
日
本
は
漢
唐
の
法
に
よ
り
候
得
ば
左
様
の
傳
来
に
て
も
可
有
之
候
。

先
は
碑
文
杯
に
死
者
を
ば
名
と
不
幸
諦
と
満
期
事
に
て
候
。
扱
諌
と
申
事
は
中

肉
を
か
り
そ
め
に
も
口
上
に
不
申
事
。
筆
に
も
不
理
事
に
候
。
孔
子
不
下
車
而

㈲
1

無
二
と
申
事
に
て
候
。
論
語
杞
不
足
徴
ま
た
某
在
斯
等
の
事
歴
々
謹
明
也
。
尤

尊
者
に
は
名
を
嫌
じ
申
候
。
乍
恐
古
法
皇
様
御
時
習
寄
に
里
人
と
よ
み
不
申
候
。

御
名
堂
上
に
て
三
諦
と
御
門
候
。
識
仁
称
し
奉
る
故
事
。
」
（
2
5
ウ
）
文
昭
椀
様
々

称
号
の
節
「
天
下
文
の
俗
名
を
改
申
候
は
、
上
近
執
し
候
事
は
勿
論
に
候
得
共
、

あ
ま
り
文
盲
な
る
事
に
候
。
三
共
人
の
替
候
に
我
ば
か
り
か
へ
不
申
候
事
、
俗

に
背
き
あ
し
く
候
。
世
間
並
に
い
た
し
可
然
候
。
贈
主
は
、
常
憲
面
様
二
時
、

徳
松
君
被
成
御
座
候
故
、
江
戸
中
木
公
や
と
申
家
名
ま
で
回
申
候
キ
。
ケ
様
の

章
章
の
御
沙
汰
に
候
へ
ば
為
下
如
何
に
六
畜
仕
事
に
候
。
扱
又
御
一
字
を
被

下
候
と
申
大
禮
御
座
生
間
、
御
名
は
避
吉
倉
可
然
候
。
御
家
人
は
俗
学
不
成
に

文
書
に
も
可
重
事
に
覚
悟
い
た
し
候
。
今
康
煕
字
典
な
ど
に
玄
御
名
と
致
有
之

候
。
是
は
康
煕
帝
の
御
諦
を
避
た
る
に
て
候
。
・
の
一
点
を
略
し
候
。
唐
の
比

よ
り
諌
の
事
匿
々
に
沙
汰
し
、
二
あ
る
名
を
も
忌
、
音
の
う
た
が
は
し
き
庭
造

を
諦
申
候
。
韓
」
（
2
6
オ
）
感
温
諦
辮
御
覧
候
え
。
國
朝
に
て
何
の
御
定
も
無
之

候
得
ど
も
、
時
ミ
の
風
俗
に
て
馬
下
事
、
上
を
為
る
・
と
て
の
事
に
候
へ
ば
、
，

此
方
ば
か
り
犯
候
事
は
活
間
鋪
事
、
世
上
並
に
福
長
候
。
然
共
其
由
来
を
ば
存

申
事
学
問
す
る
者
の
役
に
候
。
抑
今
の
名
乗
は
実
名
、
則
名
に
て
候
。
日
本
人

は
字
と
申
事
な
く
候
。
是
は
元
服
の
時
名
よ
り
う
み
て
回
る
事
に
候
。
孔
子
名

は
丘
蟹
田
尼
の
類
、
尼
丘
の
山
に
祈
ら
れ
し
ょ
り
二
字
を
割
た
る
に
て
候
。
鯉

の
生
れ
給
ひ
し
時
吉
祥
よ
り
鯉
を
賜
は
り
し
に
よ
り
、
君
の
賜
と
て
鯉
と
御
名

つ
け
、
成
人
し
て
惣
服
な
る
を
以
伯
母
と
懸
歌
候
。
鯉
魚
の
字
を
割
た
る
な
り
。
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今
立
御
付
候
名
、
家
厳
御
付
候
は
f
其
分
被
成
可
然
候
。
字
な
り
音
な
ど
あ
し

き
と
て
総
合
事
は
如
何
な
る
事
に
候
。
字
を
ば
全
之
の
名
よ
り
う
み
て
伯
備
な

ど
・
も
御
附
可
然
候
。
全
備
」
（
2
6
ウ
）
の
字
を
具
し
た
る
な
り
。
号
の
事
は
御

世
次
第
に
付
表
二
期
。
乍
序
申
入
候
。
尊
長
へ
は
不
名
と
て
名
を
言
書
事
に
候
。

書
簡
並
平
様
に
も
蚤
除
可
然
候
。
姓
を
御
書
可
被
成
候
。
或
は
事
宜
候
。
字
を

書
壇
事
は
知
己
の
故
人
同
志
に
候
。
元
美
子
息
な
ど
相
互
に
称
し
候
。
世
貞
墓

龍
と
は
無
意
候
。
和
俗
比
病
歴
≧
儒
者
衆
犯
し
候
。
笑
止
と
申
、
失
血
な
る
事

に
候
。
名
は
弟
子
へ
申
候
。
回
也
塗
鞘
、
賜
也
達
也
な
ど
皆
此
例
に
候
。
又
通

字
と
申
事
も
昔
は
故
有
事
に
候
。
壷
皿
に
其
人
の
子
孫
と
し
ら
れ
候
様
に
、
義

家
頼
家
義
國
義
兼
な
ど
皆
通
じ
て
称
せ
ら
れ
候
。
是
は
所
分
の
事
に
付
、
里
家

を
紛
ら
は
し
か
ら
ぬ
や
う
に
と
の
事
な
り
。
唐
様
に
て
は
合
ぬ
事
に
候
。
今
は

名
の
一
件
に
至
り
て
何
と
も
無
落
着
事
多
く
候
。
し
み
て
唐
風
も
い
ら
ぬ
事
に

候
。
装
画
下
よ
り
建
立
は
位
な
く
し
て
謀
る
べ
」
（
2
7
オ
）
か
ら
ず
。
無
用
の
弁

に
候
。
ロ
ハ
其
訳
し
り
置
ば
か
り
の
事
に
候
。
給
人
の
称
呼
よ
く
御
吟
味
あ
る
べ

し
。
学
者
山
伏
馨
者
な
ど
は
通
し
て
先
生
な
ど
世
盛
然
候
。
か
り
初
に
も
秀
才

 
 
 
 
 
マ
マ
 

詞
伯
賢
才
待
宗
な
ど
五
山
派
の
俗
称
に
候
。
同
輩
な
ら
ば
号
足
下
無
毒
候
。

出
家
へ
は
弟
子
坊
な
ら
ば
師
、
傘
持
な
ら
ば
上
人
、
戒
心
を
上
に
置
可
然
候
。

糾
問
に
夫
子
と
申
字
御
書
候
。
孔
子
を
夫
子
と
申
事
は
魯
の
太
夫
故
に
候
。
日

本
の
殿
と
申
事
に
候
。
督
音
頭
殿
、
此
何
六
書
に
も
大
夫
を
称
し
て
夫
子
と
申
、

大
夫
な
ら
ぬ
人
に
は
不
華
年
。
宋
朝
皆
名
称
そ
な
は
ら
ず
可
嘆
事
歴
≧
に
候
。

古
経
に
夫
子
と
記
し
た
る
所
可
被
付
御
心
候
。
子
路
も
衛
の
大
夫
に
な
り
候
。

夫
子
と
可
称
事
に
候
。
惜
乎
夫
子
ノ
説
文
章
と
云
も
魯
の
太
美
故
に
季
康
子
を

申
候
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
射
稽
古
可
有
哉
の
事
。
」
（
2
7
ウ
）

一
段
可
然
候
。
先
日
本
と
夷
と
申
事
、
大
弓
の
字
に
て
候
。
日
本
の
弓
は
大
弓

に
候
事
、
武
備
志
に
日
本
の
所
に
も
畏
れ
有
之
候
。
古
は
武
士
を
弓
馬
の
家
と

申
候
。
古
今
著
聞
、
宇
治
拾
遺
、
前
九
年
後
三
年
の
記
文
等
に
て
、
古
武
士
の

弓
を
能
射
た
る
事
全
土
歴
ミ
た
り
。
保
元
、
平
治
、
大
平
記
、
平
家
の
物
語
に

も
か
た
の
ご
と
く
弓
の
達
者
な
る
事
勝
れ
て
相
聞
え
候
。
嘉
禎
の
比
よ
り
犬
追

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

物
な
ど
云
事
あ
軌
。
頼
朝
公
よ
り
笠
懸
草
鹿
始
り
、
い
つ
れ
も
白
皮
の
射
洗
術

の
最
た
り
。
日
置
弾
正
已
来
ひ
ご
弓
の
制
と
な
り
、
古
と
は
か
は
り
た
る
事
多
・

く
候
。
古
は
丸
木
の
弓
多
く
候
。
梓
弓
槻
弓
皆
丸
木
な
り
。
然
共
肥
後
弓
は
甚

宜
由
仁
云
へ
り
。
今
の
時
勢
な
れ
ば
是
亦
今
の
弓
可
然
候
。
鳥
銃
と
云
事
出
来

し
よ
り
、
弓
古
に
不
聖
算
万
≧
に
候
へ
共
、
弓
取
の
名
称
に
慮
じ
騎
射
歩
射
心

次
」
（
2
8
オ
）
第
に
候
。
別
而
輕
卒
役
に
歩
射
可
然
候
。
弓
手
の
一
役
事
済
候
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
価
一

其
外
の
武
器
色
々
あ
り
と
い
へ
ど
も
武
士
の
藝
に
あ
ら
ず
。
鎗
の
手
に
大
嶋
流

は
百
年
已
来
出
来
島
。
劔
術
な
ど
は
宮
本
武
蔵
、
神
子
上
典
膳
、
吉
岡
兼
房
な

 
 
 
マ
マ
 

ど
す
み
だ
の
仕
合
田
畳
の
う
へ
の
沙
汰
、
今
の
武
士
は
是
を
武
と
心
得
候
。
早

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
ロ
 

土
兄
喧
椛
の
種
、
身
を
亡
の
由
に
成
候
。
戦
陣
に
出
て
の
嗜
と
は
武
士
の
役
に
候
。

居
合
拳
法
な
ど
別
種
近
世
の
事
、
関
口
な
ど
祖
禅
開
山
た
る
べ
し
。
稽
古
す
る

に
も
心
得
あ
る
べ
し
。
弓
馬
は
武
士
の
せ
で
か
な
は
ぬ
事
に
候
へ
ど
も
一
騎
の

設
に
候
。
歩
卒
の
こ
と
は
其
職
あ
る
べ
し
。
家
≧
の
軍
法
に
従
ふ
べ
し
。
ロ
ハ
好

に
任
せ
な
ば
弓
は
い
か
に
も
忍
べ
し
と
覚
え
候
。
身
も
賢
く
、
脇
も
強
く
、
肩

も
和
ぎ
、
腹
も
よ
く
な
り
、
氣
も
興
り
、
大
分
養
生
直
心
と
も
に
暗
事
に
承
り

候
。
」
（
2
8
ウ
）

 
 
軍
学
被
成
度
と
の
事
。

先
年
も
此
事
御
申
候
。
其
節
は
未
新
知
故
一
通
申
置
候
。
此
事
何
之
為
に
庭
面

成
哉
。
不
心
得
候
。
能
ミ
可
申
演
候
。
噛
心
を
定
メ
一
≧
御
聞
被
成
御
工
夫
あ
る

（98）
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べ
し
。
抑
軍
学
者
と
申
事
は
、
小
幡
勘
兵
衛
と
遷
御
旗
本
、
寛
永
比
甲
州
流
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

軍
を
御
聞
可
傾
成
由
に
て
及
御
沙
汰
候
。
小
幡
勘
兵
衛
景
範
、
古
墨
卿
母
方
從

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
6
1

祖
也
。
家
言
賦
存
。
今
之
甲
州
流
、
山
鹿
流
与
異
。
北
条
安
房
墨
髭
傳
を
績
候
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲
一

二
家
来
に
山
鹿
甚
五
左
衛
門
と
申
朱
子
学
者
有
之
、
安
房
守
相
談
に
て
興
り
候
。

軍
学
の
御
心
黒
雲
は
“
先
孫
呉
を
よ
く
御
会
得
あ
る
べ
し
。
表
書
の
内
の
第
一

に
候
。
来
翁
白
石
な
ど
の
抄
も
有
之
候
。
そ
ろ
く
御
覧
候
而
根
を
能
御
合
点

あ
る
べ
し
。
然
ど
も
元
来
詐
謀
を
元
と
す
る
事
ゆ
へ
詠
人
あ
し
く
成
申
者
に
候
。

聖
人
の
道
な
ど
は
迂
廻
千
万
に
成
魚
者
に
候
。
官
軍
は
人
を
た
を
し
己
を
坐
る

が
本
立
に
候
。
夫
も
」
（
2
9
オ
）
戦
国
の
時
は
衣
冠
事
案
何
の
役
に
立
ざ
る
ご
と
く
、

治
平
に
は
曽
以
入
用
に
無
電
事
に
候
。
一
碧
の
政
を
能
治
め
候
得
ば
、
國
富
人

足
兵
事
琴
鳥
に
、
兵
器
戎
具
皆
誤
る
故
、
是
に
ま
し
た
る
武
備
は
な
く
候
。
孝

弟
忠
義
を
教
候
は
f
下
部
み
な
勇
士
と
な
る
べ
し
。
治
國
平
天
下
の
道
、
仁
義

の
沙
汰
、
貫
道
の
基
本
に
候
。
大
功
は
出
儒
者
と
昔
も
申
候
。
又
成
ヲ
学
に
診

る
と
て
、
儒
と
兵
、
周
の
比
造
は
一
ツ
に
て
候
。
戦
國
比
よ
り
人
ミ
分
國
に
割

乱
し
私
闘
を
専
と
せ
し
ゅ
へ
、
魏
無
忌
兵
法
な
ど
申
事
も
出
来
候
。
和
軍
の
事
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
圏
一

北
條
信
玄
謙
信
三
流
に
て
候
。
皆
一
國
切
の
軍
に
て
、
五
ヶ
國
七
ヶ
國
の
直
裁

に
候
。
聖
学
宇
内
を
捌
し
候
軍
法
ほ
ど
斜
な
る
事
は
あ
る
ま
じ
く
候
。
今
の
傳

る
庭
彼
是
窺
申
候
に
、
扱
≧
人
を
た
わ
け
に
致
、
自
分
ば
か
り
智
者
に
な
り
候

鳥
に
こ
し
ら
へ
立
」
（
2
9
ウ
）
た
る
事
の
み
に
候
。
敵
ミ
相
漸
の
時
分
に
左
様
な

る
事
に
て
人
も
お
し
く
候
。
命
が
け
國
土
が
け
の
事
に
候
。
な
か
く
た
・
み

の
う
へ
の
論
、
一
ツ
も
役
に
不
立
事
に
候
。
但
軍
師
の
役
を
務
候
得
ば
各
別
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
働
-

候
。
さ
も
な
く
ば
無
用
の
事
の
み
な
ら
ず
、
身
を
亡
し
家
を
失
ふ
基
、
三
代
為

將
道
家
之
所
部
也
と
古
来
も
申
候
。
兵
は
凶
器
に
候
。
矢
を
翫
継
て
能
候
哉
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
に
急
務
有
之
候
。
な
ぐ
さ
み
も
能
程
が
よ
く
候
。
愚
老
な
ど
其
片
端
昔
よ
り
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す
き
に
て
承
捨
書
。
目
に
も
窺
候
。
我
等
式
の
器
量
に
て
人
の
將
に
は
難
成
候
。

其
器
量
さ
へ
有
之
候
得
ば
、
智
勇
謀
署
は
自
然
に
出
る
事
に
候
。
山
本
某
と
獣

心
老
懸
者
常
ミ
語
ら
れ
候
。
軍
学
ほ
ど
お
も
し
ろ
き
事
は
な
く
候
。
偽
は
つ
き

次
第
、
誰
か
試
候
事
も
な
く
人
尊
敬
す
る
と
被
芸
西
。
至
極
の
言
と
存
候
。
抑

軍
を
賢
愚
を
重
書
よ
り
は
文
を
以
治
る
に
は
」
（
3
0
オ
）
し
か
じ
。
軍
法
者
な
ど

回
者
〉
常
に
口
を
仁
義
に
似
せ
て
武
備
を
講
ず
。
詞
は
同
じ
き
に
似
て
心
た
が

へ
り
。
至
誠
に
物
を
動
か
す
の
道
に
あ
ら
ず
。
恐
な
が
ら
御
當
家
に
御
軍
法
と

申
事
無
之
に
て
み
る
べ
し
。
昔
宇
佐
見
竹
園
と
惜
し
軍
書
、
大
嶋
江
牧
へ
物
語

 
 
 
 
⑳
i

に
、
魚
鱗
鶴
翼
な
ど
人
数
を
ま
と
ふ
事
五
百
三
百
の
事
な
り
。
大
軍
に
及
び
て

魔
の
廻
る
こ
と
な
し
。
ロ
ハ
よ
き
士
を
得
る
事
將
の
第
一
也
と
眠
き
。
其
説
是
な

る
べ
し
。
今
軍
を
学
ば
れ
候
は
f
、
軍
法
者
に
つ
か
ず
手
前
に
て
よ
く
兵
書
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
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よ
み
御
心
得
可
然
候
。
夫
も
多
く
は
御
無
用
成
べ
し
。
主
色
の
鈴
録
よ
き
物

 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

に
候
。
戚
南
増
を
本
と
致
た
る
書
に
候
。
王
陽
明
沈
其
義
明
代
の
名
將
に
て

候
。
其
傳
名
山
藏
に
出
、
一
覧
す
。
共
に
儒
者
な
り
。
軍
の
上
手
謀
の
奇
変
云

ば
か
り
な
し
。
前
≧
も
申
事
軟
、
」
（
3
0
ウ
）
今
の
軍
法
と
は
軍
略
な
り
。
軍
略
は
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大
邦
の
知
略
也
。
其
職
に
あ
ら
ざ
れ
ば
用
な
し
。
軍
法
は
人
数
の
組
械
器
兵
馬

の
法
を
云
也
。
一
族
の
頭
た
る
物
し
り
て
有
べ
し
。
是
大
概
な
り
。
猶
説
あ
り
。

問
に
託
て
答
ふ
べ
し
。

 
 
君
子
蔵
徳
に
て
曲
テ
禄
仕
す
る
ば
有
時
の
み
な
ら
ず
旦
暮
求
の
謂
に
候
'

 
 
哉
。

圏
内
解
す
べ
か
ら
ず
。
落
話
答
を
な
さ
ず
。
す
べ
て
問
は
質
直
に
平
話
に
て
こ

ま
く
と
あ
る
べ
し
。
こ
は
し
た
る
は
あ
し
く
候
。

 
 
（
マ
マ
）
 
 
（
マ
マ
）

 
 
細
夷
膳
下
葉
管
仲
の
す
る
所
、
皆
諒
解
を
正
し
三
民
を
安
ず
。
心
は

 
 
一
な
ら
ず
や
。
然
ル
に
臣
の
君
に
仕
る
心
は
一
に
し
て
、
何
ぞ
行
状
の
潔
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白
面
恭
薄
墨
い
と
は
ん
や
。
ロ
ハ
人
の
性
と
時
と
也
。
王
立
成
し
て
今
後
の

 
 
誹
を
う
く
る
も
臣
の
な
ら
ひ
に
て
、
指
て
憂
ひ
と
不
憂
事
」
（
3
ー
オ
）
款
と

 
 
の
事
。

是
着
膨
の
心
置
共
不
明
に
候
。
よ
く
か
な
に
て
字
ま
じ
り
に
つ
ぶ
く
と
煙
き

こ
え
過
様
に
御
書
直
可
被
遣
候
。
御
尋
の
事
、
皆
心
証
の
大
事
、
あ
し
く
聞
へ

ば
夫
だ
け
の
害
に
詫
間
、
念
を
入
当
量
。
里
言
に
て
よ
く
愚
療
に
聞
え
候
様
に

御
書
付
図
被
遣
候
。
幾
度
も
可
承
候
。
言
言
分
明
に
候
は
ゾ
又
ミ
よ
く
可
申
入

候
。
」
（
3
ー
ウ
）

九
件
の
封

 
 
問
に
、
故
郷
を
去
て
身
を
た
て
学
を
成
し
、
京
師
東
都
の
六
師
に
就
て
先

 
 
王
の
道
を
通
達
せ
ん
と
の
事
。
附
言
志
利
禄
の
た
め
に
せ
ず
道
の
た
め
に

 
 
し
、
身
を
殺
し
て
も
業
を
な
し
、
あ
な
が
ち
名
聞
に
よ
り
て
國
人
に
誇
る

 
 
に
非
ざ
る
と
の
事
。

誠
に
大
志
た
る
べ
く
候
。
志
は
奪
べ
か
ら
ず
。
然
ど
も
学
者
は
時
を
し
る
事
第

一
に
候
。
未
わ
か
き
御
人
に
而
候
。
世
の
経
歴
も
無
之
、
且
又
邊
土
に
御
生
立
、
r

物
ご
と
に
か
た
づ
ま
り
、
や
・
も
す
れ
ば
唐
風
の
事
の
み
御
聞
入
、
其
癖
骨
髄
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に
御
幼
少
よ
り
亡
し
み
、
當
時
の
良
法
人
情
皆
あ
す
か
の
砦
を
み
る
や
う
に

候
。
能
年
長
の
人
の
詞
を
も
御
亭
、
第
一
御
両
親
の
御
意
見
を
」
（
3
2
オ
）
何
事

に
も
根
本
に
御
立
、
自
分
の
御
存
よ
り
の
ま
・
に
は
必
被
成
ま
じ
く
候
。
然
湯

壷
は
奪
べ
か
ら
ず
雨
避
ば
、
心
の
た
て
は
如
何
様
に
も
御
見
識
の
通
に
候
。
父

母
在
と
き
は
遠
く
遊
ば
ず
、
遊
ぶ
事
方
あ
り
と
有
之
候
。
先
第
一
に
身
を
御
自

分
の
物
と
思
は
れ
候
と
存
候
。
父
母
の
身
に
て
候
。
学
者
の
な
ま
な
る
は
志
蚕

と
申
て
表
に
出
候
。
夫
は
皆
我
侭
と
申
も
の
に
て
、
孝
の
道
に
柳
も
似
た
る
事

は
な
く
候
。
吾
夫
子
の
御
詞
に
、
吾
行
は
孝
経
に
あ
り
、
吾
志
は
春
秋
に
あ
り

と
候
。
孔
子
家
に
御
座
候
鳥
は
孝
道
を
御
行
続
成
候
。
是
は
天
下
の
公
道
に
て
、

誠
に
誰
有
て
答
候
事
は
な
く
候
。
天
下
の
治
道
に
至
り
て
は
、
聖
人
と
い
へ
共

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

身
為
位
の
三
そ
な
は
ら
ず
し
て
は
綺
ひ
候
事
は
な
ら
ぬ
事
に
候
ゆ
へ
志
の
み

に
て
候
。
足
下
な
ど
の
今
の
御
存
付
は
志
と
男
物
に
て
は
な
く
候
。
意
思
と
二

物
に
候
。
道
既
に
得
、
平
楽
身
に
あ
る
君
子
」
（
3
2
ウ
）
に
て
、
扱
志
は
立
、
誠

の
的
も
出
来
、
治
國
天
下
を
平
に
す
る
事
も
掌
に
視
ル
に
て
有
之
候
。
今
志
と

御
申
候
は
的
も
な
く
矢
を
放
に
て
候
。
孝
の
事
は
天
下
の
御
制
禁
も
な
く
、
褒

称
歴
≧
あ
る
事
に
候
。
吾
夫
子
一
世
の
行
此
道
に
有
之
と
被
仰
候
。
其
事
は
孝

経
古
文
厳
重
に
世
≧
行
は
れ
候
。
能
ミ
融
通
可
被
成
候
。
し
れ
ぬ
事
は
幾
度
も

書
下
あ
る
べ
し
。
則
来
書
先
王
の
道
に
て
候
。
仁
智
勇
等
の
事
書
中
に
相
見
へ

申
候
。
仁
と
は
天
下
國
家
治
る
の
徳
に
て
候
。
家
に
あ
り
て
行
ふ
事
に
て
は
小

分
の
義
、
又
心
の
上
に
就
て
申
も
中
古
の
説
に
候
。
古
書
歴
ミ
謹
有
之
候
。
何

事
も
古
書
ヲ
以
古
聖
人
の
道
の
か
た
は
七
を
窺
事
の
み
に
候
。
右
の
ご
と
く
道

を
見
事
で
も
國
法
あ
る
事
々
有
鯨
年
一
ツ
も
禮
楽
世
に
行
べ
き
事
を
か
・
ず
治

り
来
り
、
下
と
し
て
擬
す
べ
き
事
に
は
な
く
候
。
た
と
へ
豪
傑
椒
黛
の
人
世
に

生
れ
、
学
」
（
3
3
才
）
問
沙
汰
専
に
候
共
、
祖
宗
の
法
制
王
の
制
、
何
と
し
て
立

直
さ
る
べ
く
候
哉
。
夫
を
書
生
の
常
談
に
古
を
引
今
を
排
し
と
や
、
か
く
申
候

事
老
師
宿
儒
に
も
問
蚕
有
之
候
。
國
膿
時
世
を
諸
じ
な
く
不
調
法
な
る
事
に
候
。

愚
老
も
十
一
二
の
比
よ
り
西
國
に
あ
り
て
学
問
を
志
願
に
存
、
佐
藤
五
郎
左
衛

門
弟
子
久
水
先
生
に
就
て
学
び
候
事
、
足
下
の
御
存
寄
に
似
よ
り
候
事
に
て
有

之
候
処
、
江
都
に
参
、
諸
子
に
承
り
、
自
分
に
も
種
≧
経
歴
い
た
し
、
四
十
計

迄
も
働
み
存
候
。
其
後
秘
書
の
府
に
従
事
い
た
し
、
御
代
ミ
御
法
令
を
窺
ひ
、

主
家
の
御
定
を
正
治
候
に
付
、
・
右
面
通
に
候
。
扱
世
上
の
学
者
共
の
了
簡
を
見
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候
に
、
あ
し
く
致
候
は
f
刑
数
に
陥
べ
き
所
≧
多
く
、
笑
止
千
万
に
存
吉
事
、

六
十
迄
の
忙
種
天
の
寵
愛
と
難
有
望
。
来
書
の
中
に
、
身
を
殺
し
数
を
う
け
下

話
を
う
け
ぬ
る
と
も
志
を
遂
」
（
3
3
ウ
）
ん
と
の
事
、
さ
り
と
て
は
若
氣
の
至
り

客
氣
の
所
為
と
申
も
の
と
器
量
。
百
年
計
已
前
に
は
左
様
の
学
者
も
ま
・
有
之
、

名
を
な
し
た
る
も
御
座
候
。
夫
は
学
問
未
開
け
ず
、
諸
侯
よ
り
已
下
只
結
構
成

事
と
覚
え
て
居
ら
れ
候
ゆ
へ
、
世
も
質
実
な
る
時
ゆ
へ
の
事
に
候
。
江
戸
京
師

共
に
今
程
は
大
に
変
じ
た
る
事
に
候
。
己
＋
寛
あ
ほ
う
者
と
申
に
成
、
志
を
と

げ
ず
先
祖
を
恥
し
め
、
何
の
や
う
に
も
立
ぬ
事
に
成
申
候
。
学
問
と
は
元
来
父

母
君
臣
長
幼
夫
婦
の
道
を
順
に
い
た
し
、
身
の
無
事
に
首
領
を
保
ち
、
父
母
に

難
を
か
け
ず
、
父
母
の
心
を
安
置
す
る
こ
そ
高
覧
「
の
行
に
て
候
を
、
左
様
の

任
侠
情
強
き
本
性
に
て
は
親
愛
和
氣
愉
色
一
ツ
も
あ
る
ま
じ
く
候
へ
ば
、
其
元

朝
夕
御
宇
養
不
順
に
而
は
無
憂
候
哉
と
鳥
山
候
。
存
寄
申
進
二
様
に
と
御
申
越

に
付
申
入
候
。
」
（
3
4
才
）

 
 
二
間
に
日
、
経
学
に
志
し
俗
に
そ
む
か
ず
、
己
の
い
ま
し
め
を
第
一
と
し
、

 
 
詩
文
等
の
空
に
馳
ル
事
は
や
め
、
五
経
語
孟
史
学
等
量
成
度
事
。
又
学
問

 
 
の
綱
領
を
得
て
小
目
は
措
き
諸
藝
等
は
不
及
事
。
血
忌
の
学
者
元
を
う
す

 
 
く
末
に
走
り
、
古
人
の
言
を
身
に
引
付
て
用
ゆ
る
等
の
見
識
の
事
。

大
抵
よ
ろ
し
き
に
て
候
。
然
共
是
を
見
識
と
御
立
候
は
“
違
可
申
候
。
先
、
見

と
は
物
を
見
あ
ら
は
し
た
る
事
に
候
。
書
も
軽
し
、
萬
の
義
も
得
道
し
た
る
上

に
道
を
見
あ
ら
は
し
た
る
事
に
候
。
聖
賢
遍
反
に
候
。
み
あ
ち
は
す
ど
云
事
に

候
。
識
と
は
了
解
の
義
と
申
て
、
氷
は
つ
め
た
く
火
は
あ
つ
き
等
解
候
と
し
る

事
に
候
。
然
ば
見
識
ニ
ツ
に
て
共
に
修
行
つ
み
た
る
上
の
事
に
而
候
。
未
ダ
学

問
の
事
御
経
暦
も
な
く
候
内
に
見
識
如
此
御
立
離
農
」
（
3
4
ウ
）
先
に
も
書
付
候

通
、
的
も
な
き
矢
に
而
候
。
博
学
筆
墨
問
と
も
御
座
候
。
し
ら
ぬ
事
を
先
を
く
・

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
中
）
 
-
翻
刻
と
解
題
-

り
候
は
ず
や
。
ひ
よ
う
と
は
つ
れ
耐
雪
候
。
先
、
物
を
学
ぶ
べ
き
は
如
何
様
に

し
て
学
ぶ
べ
き
と
智
者
に
御
問
、
其
上
に
て
さ
し
づ
を
う
け
、
其
通
に
い
た
し
、

一
通
つ
と
め
、
又
よ
き
了
解
も
出
来
せ
ば
ま
た
其
事
を
う
け
給
は
り
、
よ
し
あ

し
を
わ
か
ち
、
扱
従
ふ
べ
き
は
し
た
が
ひ
、
従
ま
じ
き
は
し
た
が
は
ぬ
も
よ
く

候
。
是
弟
子
の
義
に
候
。
孔
子
右
の
手
を
上
に
呈
出
候
時
、
門
人
左
の
通
い
た

し
候
へ
ば
、
嫌
の
喪
あ
る
ゆ
へ
如
此
喜
吉
候
に
、
；
二
子
扱
≧
学
を
好
む
事
か

な
と
仰
候
爵
、
禮
記
に
有
候
。
昔
は
師
を
取
て
如
此
学
び
た
る
事
に
候
。
礼
楽

専
ら
な
る
ゆ
へ
に
候
。
今
こ
そ
亡
び
て
学
者
何
を
学
び
肝
試
に
候
哉
。
ロ
ハ
書
物

を
よ
む
計
に
候
。
書
を
讃
事
は
さ
し
て
師
を
取
に
も
不
及
事
に
候
。
し
れ
ぬ
事

を
問
迄
に
候
。
注
脚
の
物
種
≧
」
（
3
5
オ
）
有
之
、
字
書
種
≧
有
之
、
考
書
種
ミ

・
有
之
候
へ
ば
、
先
に
望
事
三
根
さ
へ
候
へ
ば
成
し
候
。
讃
書
の
上
の
師
匠
は
何

の
書
を
見
可
申
、
是
は
何
の
書
を
引
合
せ
て
す
ま
し
可
申
、
是
は
何
と
申
語
意

に
て
候
と
申
事
計
を
師
に
承
事
に
候
。
是
皆
此
方
見
識
あ
る
顔
弓
も
有
之
候
而

は
不
出
来
事
に
候
。
我
等
も
今
に
い
ま
だ
見
識
は
た
て
不
申
候
。
道
に
か
ぎ
り

な
く
学
に
う
へ
な
き
故
に
候
。
さ
れ
共
経
歴
六
十
年
致
来
り
候
ゆ
へ
、
少
ミ
先

ノ
道
行
見
え
候
様
に
而
候
。
夫
も
見
識
と
は
有
道
の
上
な
ら
で
は
難
申
継
事
故
、

人
に
も
其
ご
と
く
申
事
に
候
。
経
学
と
申
候
に
二
色
有
之
候
。
今
の
経
学
と
は

義
理
穿
繋
の
み
に
て
、
い
わ
ゆ
る
空
論
に
候
。
古
に
経
術
の
士
と
申
は
制
度
の

事
に
候
。
古
道
は
制
度
文
章
に
残
り
候
。
是
皆
國
家
経
済
の
事
に
て
候
。
皇
に

大
業
に
而
候
得
共
、
唐
山
に
而
は
入
事
に
て
あ
き
つ
す
の
道
に
は
さ
・
は
り

候
。
」
（
3
5
ウ
）
ロ
ハ
古
聖
人
制
作
の
意
、
道
の
す
が
た
如
此
と
申
事
を
詳
言
極
置
、

他
日
國
君
御
用
に
も
候
は
f
談
じ
可
申
料
に
候
。
又
義
理
詮
義
に
候
は
“
、
博
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学
な
ら
で
も
経
学
と
申
は
成
就
す
べ
く
候
。
四
書
近
想
禄
に
て
す
む
事
に
候
。

宋
人
も
五
経
へ
入
た
る
は
す
く
な
く
候
。
詩
書
の
鮮
共
大
に
古
義
を
失
候
。
春
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秋
も
し
か
り
。
易
な
ど
心
外
骨
折
吟
味
候
へ
共
、
一
得
一
失
不
上
盤
。
理
よ
り

幸
心
へ
ば
何
事
も
左
様
成
様
に
見
ゆ
る
物
に
て
候
へ
共
、
古
に
徴
し
て
相
違
に

候
。
然
ば
と
て
古
人
先
輩
を
そ
し
り
申
に
は
な
く
候
。
皆
古
賢
た
ち
の
御
影
に

て
や
う
や
く
鐘
の
緒
に
取
付
、
だ
ん
一
と
奥
の
院
へ
参
り
、
佛
を
礼
拝
仕
ル

や
う
に
下
場
事
、
皆
諸
君
子
達
の
恵
に
候
。
夫
故
我
等
は
誰
の
見
は
如
此
、
誰

の
解
は
如
此
、
何
の
道
は
如
此
と
い
た
し
、
此
方
国
学
不
申
候
。
其
解
別
に
有
「

之
候
。
御
産
被
成
度
候
は
ぐ
追
而
み
せ
」
（
3
6
才
）
可
申
事
。
道
は
費
に
し
て
隠

と
て
煙
く
し
て
つ
f
ま
り
有
之
物
、
一
方
計
を
絶
て
し
れ
ぬ
事
に
候
。
段
≧
御

仁
学
の
う
へ
相
し
れ
可
申
候
。

 
 
第
三
問
、
是
は
大
事
の
義
に
候
間
、
別
封
い
た
し
候
。

 
 
第
四
間
、
詩
学
あ
る
べ
き
よ
し
、
二
尊
今
の
詩
は
古
詩
に
あ
ら
ず
、
関
堆

 
 
の
ご
と
く
楽
聖
悲
怨
の
義
な
し
。
俗
の
耳
目
を
早
し
め
、
唐
已
来
の
聲
調

 
 
の
み
を
斯
て
学
者
の
急
務
に
あ
ら
ず
。
ロ
ハ
奇
巧
を
事
と
す
。
わ
れ
此
中
に

 
 
陥
ら
ん
事
を
恐
ル
。
工
学
ば
f
単
車
に
よ
り
、
字
格
に
も
拘
は
ら
ず
暇
あ

 
 
ら
ば
こ
れ
に
従
は
ん
と
云
事
。

 
 
第
五
問
、
文
章
を
学
ば
ん
と
す
。
古
文
辞
を
事
と
す
べ
し
。
但
文
章
述
作

 
 
に
は
心
な
し
。
ロ
ハ
古
を
愛
す
る
故
里
を
信
ず
る
と
云
事
。
」
（
3
6
ウ
）

 
 
第
六
間
、
礼
楽
制
作
の
事
。

 
 
第
七
間
、
史
学
す
べ
き
哉
の
事
。

 
 
第
八
間
、
和
歌
に
志
す
べ
き
や
、
日
本
の
異
な
れ
ば
と
云
事
。

 
 
已
上
五
件
、
悉
く
学
ば
ん
と
に
は
あ
ら
ず
、
思
置
度
と
の
事
。

詩
学
も
学
問
に
益
あ
る
事
に
候
。
古
今
来
書
籍
駒
語
半
に
浄
財
。
然
共
来
意
甚

御
不
通
の
事
に
し
て
、
一
朝
に
は
合
点
は
参
ま
じ
く
候
旨
、
経
生
の
言
談
を
の
・

み
御
聞
候
故
、
先
入
の
物
主
と
成
て
学
問
進
む
べ
か
ら
ず
と
二
尊
。
先
唐
詩
を

毛
玉
と
雲
泥
と
思
は
れ
候
事
、
早
計
を
み
て
心
を
し
ら
ぬ
人
の
言
事
に
候
。
少
ミ

可
書
付
候
。
合
点
の
参
候
事
に
て
可
申
候
。
大
和
歌
は
日
本
紀
に
始
り
候
。
夫

6
萬
葉
古
風
の
躰
、
中
ミ
今
日
の
情
態
と
か
は
り
生
得
共
、
な
ら
の
は
の
む
か

し
6
廿
一
代
の
勅
撰
井
今
日
の
堂
上
の
和
歌
、
皆
一
派
の
事
に
候
。
然
共
風
躰

も
世
ミ
変
じ
、
」
（
3
7
オ
）
詞
に
古
今
あ
り
。
今
の
昔
に
あ
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
南

平
深
く
考
へ
ざ
る
輩
、
古
風
よ
ろ
し
な
ど
云
て
萬
葉
風
な
ど
申
事
を
い
ふ
が
御

入
候
。
更
に
立
入
な
き
人
の
す
る
事
に
て
候
。
風
躰
詞
の
世
に
随
て
変
ず
る
事

は
、
夏
の
葛
冬
の
嚢
に
て
わ
が
し
り
た
る
事
に
は
な
く
、
皆
時
世
天
造
の
う
へ

に
な
れ
る
事
に
而
候
。
さ
れ
ば
風
雅
の
ニ
ツ
は
い
つ
れ
に
も
無
隔
候
。
人
心
に

二
色
な
け
れ
ば
也
。
詩
の
教
も
始
は
夫
婦
男
女
に
興
り
、
毛
詩
よ
り
漢
魏
六
朝

唐
ま
で
多
層
聖
裁
は
か
は
り
候
へ
共
、
心
は
一
貫
に
候
。
夫
よ
り
変
じ
て
又
変

じ
、
明
人
其
寂
を
伺
て
古
に
か
へ
し
候
。
然
共
聲
を
う
し
な
ひ
た
る
事
は
宋
よ

り
に
而
候
。
楽
音
絶
し
故
に
候
。
是
は
何
と
し
て
も
禮
楽
古
に
か
へ
る
形
な
く

候
故
、
唐
人
も
日
本
人
も
手
の
不
些
事
也
。
埋
墓
人
文
字
よ
り
車
掌
き
、
字
遣

ひ
禮
裁
に
て
古
人
を
相
手
に
い
た
し
、
古
詩
に
光
を
争
ひ
、
其
」
（
3
7
オ
）
髄
詩

経
の
膿
も
有
之
候
。
古
酌
の
遣
様
も
有
之
、
詩
経
の
膿
の
古
詩
も
な
ら
ぬ
事
に

て
は
な
く
候
。
然
に
来
書
に
字
格
に
も
拘
は
ら
ず
古
詩
の
ご
と
く
作
ル
べ
し
と

有
之
事
、
曽
而
御
存
知
な
き
事
に
候
。
古
詩
は
古
詩
の
字
格
酌
聲
あ
り
て
、
中
≧

今
の
詩
を
作
り
候
よ
り
は
大
難
に
候
。
氣
象
風
雅
一
点
の
卑
劣
有
之
て
も
な
ら

ぬ
事
に
候
。
今
の
理
学
者
な
ど
の
平
貝
理
窟
強
き
口
氣
に
て
は
下
品
千
万
、
風

雅
一
点
も
無
之
事
故
西
存
も
よ
ら
ず
な
ら
ぬ
事
に
候
。
但
和
歌
は
昔
よ
り
聲
律

な
く
候
ゆ
へ
、
似
せ
候
事
安
く
誓
事
共
、
古
詩
は
聲
車
中
≧
難
及
候
。
詩
経
躰

よ
り
な
ら
ぬ
物
は
漢
の
古
詩
に
て
候
。
夫
よ
り
已
下
六
朝
晋
の
古
詩
は
事
に
よ

り
出
来
候
へ
共
、
一
足
ふ
み
ち
が
へ
駅
馬
ば
唐
の
古
詩
と
成
候
。
野
人
の
古
詩
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は
在
郷
者
の
歌
を
調
ふ
様
成
事
に
候
。
下
輩
の
至
風
」
（
3
8
オ
）
雅
を
失
ひ
た
る

に
て
座
敷
へ
出
さ
れ
ず
候
。
然
ば
詩
作
等
も
縦
様
に
て
学
問
に
富
岳
。
殊
に
文

章
な
ど
書
下
ひ
候
に
は
文
字
の
色
つ
や
出
来
密
事
有
之
、
今
古
の
変
を
存
候
。

人
情
現
態
に
も
通
じ
候
。
中
≧
容
易
に
詩
も
な
ら
ぬ
物
に
候
。
垂
心
日
本
に
て

は
和
歌
に
て
も
よ
み
候
へ
ば
風
雅
の
楽
み
有
之
候
。
人
心
は
和
悦
す
る
を
以
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

の
び
候
。
学
者
と
申
候
物
は
氣
づ
ま
り
成
物
に
候
。
浄
論
理
も
語
ら
れ
ず
、

三
味
線
も
ひ
か
れ
ず
、
三
曲
今
様
は
絶
候
。
平
家
も
お
も
し
ろ
か
ら
ず
。
婦
人

女
子
よ
り
は
じ
め
て
慰
む
べ
き
事
な
く
、
欝
滞
し
て
煩
多
く
候
。
熊
沢
先
生
、

集
義
外
書
和
書
に
其
事
よ
く
申
お
か
れ
候
。
日
本
楽
に
通
じ
た
る
比
ゆ
へ
に
候
。

詔
書
も
御
覧
候
得
か
し
。
次
而
に
申
候
。
扱
詩
経
の
事
も
察
沈
の
注
に
而
は
通

ぜ
ず
、
勧
善
懲
悪
な
ど
申
事
も
さ
や
う
ば
か
り
に
て
は
な
く
候
間
、
能
ミ
」

（
3
8
ウ
）
古
義
を
御
尋
、
詩
経
を
も
御
よ
み
候
へ
か
し
。

文
章
の
事
、
随
分
御
漏
出
し
御
修
行
あ
り
度
候
。
古
音
を
愛
す
と
申
事
は
何
の

事
に
候
哉
。
文
章
音
は
な
く
候
。
駒
語
の
類
は
其
通
に
候
。
田
面
の
躰
、
賦
心

密
箴
尤
駒
有
之
候
。
散
文
本
に
而
候
。
記
事
第
】
に
候
。
論
躰
は
成
安
き
物
に

候
。
然
共
理
窟
過
ぬ
や
う
に
御
書
習
可
有
之
候
。
惣
じ
て
理
窟
と
蔓
物
、
学
問

の
大
害
、
人
事
の
擬
に
而
候
。
能
≧
御
工
夫
あ
る
べ
し
。

一
礼
楽
の
沙
汰
、
中
≧
不
心
事
に
候
。
但
学
者
其
文
を
考
候
は
役
に
而
候
。
是

は
天
子
の
激
成
候
事
に
候
。
禮
と
は
世
≧
の
心
懸
の
事
に
候
。
楽
は
今
も
日
本

に
有
之
候
。
し
か
も
唐
に
う
し
な
ひ
た
る
聲
、
我
國
に
残
り
候
。
扱
々
珍
重
成

事
に
候
へ
共
、
是
亦
何
の
課
物
と
事
事
し
れ
ず
。
唖
楽
な
る
事
千
載
の
恨
に
候
。
」

（
3
9
オ
）

一
史
学
之
事
、
御
出
精
あ
る
べ
し
。
不
及
申
候
。

一
和
歌
の
事
、
詩
文
等
御
学
び
候
は
“
御
無
用
」
に
候
。
詩
文
は
唐
山
の
事
に
候
。

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
中
）
 
1
翻
刻
と
解
題
一

如
は
日
本
の
事
故
、
和
氣
詩
文
に
一
点
も
有
之
て
は
日
本
人
の
詩
文
に
て
候
。

又
和
歌
も
唐
風
の
ま
じ
り
た
る
は
に
く
き
も
の
に
候
。
夫
を
両
方
な
が
ら
得
候

事
は
、
心
の
営
営
を
自
在
に
し
て
、
和
歌
は
日
本
の
和
楽
た
る
氣
象
よ
り
よ
み
、

詩
は
唐
人
の
粛
然
を
自
由
し
、
古
詩
は
漢
画
の
氣
象
学
問
を
手
に
入
、
文
も
又

さ
の
ご
と
く
世
を
以
書
≧
い
つ
れ
に
少
づ
・
片
付
、
合
点
ゆ
き
た
る
時
よ
の
事

を
い
た
し
候
が
、
我
等
共
も
師
承
せ
し
趣
に
候
。
」
（
3
9
ウ
）

孝
悌
忠
信
封
問
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縢
保
母
問

 
 
問
に
日
、
孝
悌
忠
信
、
我
黛
の
人
着
実
に
行
べ
き
事
如
何
意
得
侍
ら
ん
や
。

封
て
日
、
孝
弟
は
家
に
あ
り
て
の
行
也
。
忠
信
は
人
と
交
る
の
道
也
。
分
ち
て

二
時
は
、
孝
は
善
父
母
に
事
る
を
い
ひ
繕
吐
鷹
鰭
幽
書
証
甲
乙
、
善
議
長
に
事
る
を

悌
と
す
覗
櫨
梵
の
の
肋
嚇
ポ
最
は
。
忠
は
己
が
心
を
づ
く
し
て
心
の
及
ぶ
か
ぎ
り
を
い

た
す
事
に
し
て
、
信
は
言
の
偽
り
な
き
を
い
へ
り
。
山
岨
此
の
詰
訓
は
書
を
よ

む
人
皆
し
れ
る
所
に
し
て
、
足
下
も
心
得
給
は
ん
事
は
し
る
と
い
へ
共
、
問
に

封
る
事
は
両
端
を
叩
て
端
さ
“
れ
ば
、
い
は
ゆ
る
忠
信
を
欠
に
て
候
ま
・
、
無

用
の
贅
語
多
辮
に
渉
り
候
。
抑
聖
人
の
教
浩
漠
無
際
に
し
て
、
人
に
よ
り
時
に

鷹
じ
、
遍
が
遠
く
卑
が
高
し
。
変
化
玄
妙
な
れ
ば
人
の
な
り
が
た
き
」
（
4
0
オ
）

事
は
し
み
給
は
ず
、
ロ
ハ
平
ミ
た
る
典
常
の
み
。
-
た
と
へ
ば
其
不
可
思
議
な
る
に

立
て
は
、
海
を
硯
に
す
と
も
濱
の
真
砂
の
か
き
尽
し
が
た
く
ハ
林
を
筆
に
な
す

と
も
猶
こ
と
の
は
た
ら
ず
こ
そ
覚
え
侍
れ
。
此
査
問
の
事
、
ゆ
め
身
に
行
え
て

心
に
し
れ
る
と
申
に
は
あ
ら
ず
。
ひ
と
へ
に
七
十
に
ち
か
き
老
の
僻
言
む
か
し

ょ
り
聞
を
け
る
あ
ら
ま
し
耳
に
と
“
ま
れ
る
か
た
は
し
を
書
の
べ
侍
る
に
こ

そ
。
凡
道
と
は
な
べ
て
の
事
を
す
べ
く
・
り
あ
ま
さ
ず
洩
さ
ぬ
所
の
名
に
し
て
、

此
名
す
で
に
立
時
は
、
天
の
道
地
の
道
人
の
槌
骨
の
道
に
わ
か
ち
名
付
た
る
事
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也
。
孝
弟
忠
信
の
名
も
是
よ
り
立
て
教
の
名
と
せ
ら
れ
し
事
、
世
ミ
の
聖
人
心

力
を
尽
し
、
制
作
を
は
じ
め
、
人
の
道
を
た
て
、
天
下
を
治
め
、
萬
世
の
法
と

し
給
ひ
し
ょ
り
、
其
事
皆
方
策
に
と
f
ま
り
ぬ
。
仲
尼
世
に
出
給
ひ
、
上
面
舜

を
祖
術
」
（
如
ウ
）
し
、
文
武
を
顕
蔑
し
、
仁
道
を
専
ら
に
選
言
ふ
。
論
語
家
語

二
季
周
長
礼
記
等
に
渉
猟
し
て
其
詳
な
る
事
を
心
得
べ
し
。
中
に
も
孝
経
は
至

徳
要
道
を
と
き
を
か
せ
給
ひ
て
、
か
み
な
る
下
の
人
身
を
た
て
道
を
行
ふ
事
を

専
に
の
べ
給
ふ
。
さ
れ
ば
一
孝
立
て
萬
善
な
る
こ
と
も
聞
え
、
天
を
載
き
地
を

ふ
む
人
父
母
な
き
は
な
し
。
一
孝
を
も
て
天
下
を
和
順
し
萬
民
を
惇
与
す
る
事

を
述
ら
れ
候
へ
ば
、
孝
経
を
よ
み
て
孝
道
を
心
得
べ
し
。
悌
は
孝
よ
り
生
じ
、

忠
も
信
も
お
の
つ
か
ら
こ
れ
よ
り
な
り
い
つ
る
也
。
是
亦
学
問
要
道
、
漢
に
は

孝
廉
を
も
て
士
を
挙
、
孝
経
を
学
官
に
立
ら
れ
し
も
、
古
に
ち
か
き
世
の
教
と

す
る
所
を
し
る
べ
し
。
梁
の
国
子
王
業
皇
侃
は
普
門
品
に
代
て
こ
れ
を
口
論
し
、

し
か
と
御
得
心
候
て
試
適
を
熟
讃
あ
り
。
聖
人
教
の
基
本
を
吟
味
あ
る
べ
し
。

絵
力
も
候
は
ず
」
（
4
ー
オ
）
経
史
諸
子
百
家
を
も
博
く
御
覧
候
て
智
を
開
き
、
行

を
働
キ
、
御
用
に
御
立
候
様
に
と
お
も
は
れ
候
は
ん
事
本
に
候
。
君
子
の
道
は

費
に
し
て
制
・
き
隠
靴
薪
夫
婦
の
細
事
よ
り
方
を
き
は
め
て
萱
に
候
・
去

に
よ
り
仁
ど
説
、
忠
恕
と
説
、
孝
と
説
、
色
の
千
種
に
徳
義
の
名
相
別
た
る
事
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲
1

草
木
の
匠
あ
る
が
ご
と
く
に
候
。
ロ
ハ
是
一
生
ミ
の
草
よ
り
鼎
立
る
ご
と
く
也
。

さ
れ
ば
老
荘
佛
墨
子
荷
子
等
の
趣
を
も
を
さ
く
伺
は
ざ
れ
ば
道
の
融
和
は
あ

る
ま
じ
く
候
。
凡
書
を
よ
む
、
梢
も
す
れ
ば
一
偏
に
落
て
固
晒
の
煩
世
に
多
く

候
。
家
を
治
る
に
も
人
に
交
る
に
一
経
一
道
に
か
た
よ
り
候
は
、
博
文
約
禮
の

教
に
た
が
ひ
候
。
礼
楽
を
も
て
上
世
に
は
人
情
を
和
如
し
候
へ
ど
も
、
今
其
事

絶
た
る
が
ご
と
く
に
候
。
此
國
に
て
も
和
歌
音
楽
な
ど
や
・
其
な
ご
り
な
る
べ

し
。
声
量
國
の
風
教
短
日
の
本
に
」
（
咀
ウ
）
か
な
ひ
が
た
き
事
も
こ
・
ら
な
る

べ
し
。
第
一
に
は
國
制
を
能
ミ
挾
面
し
て
士
は
士
の
脩
む
べ
き
事
、
今
の
世
に

生
れ
て
の
先
務
な
る
べ
し
。
御
法
令
の
第
一
條
に
、
文
武
忠
孝
を
は
げ
ま
し
、

人
倫
を
明
ら
か
に
し
、
礼
儀
を
正
す
べ
き
よ
し
御
定
め
な
り
つ
学
問
当
時
に
用

な
し
な
ど
利
口
す
る
の
輩
あ
り
。
無
下
に
法
を
な
み
す
る
事
を
し
ら
ず
。
悲
む

べ
し
。
聖
君
哉
と
そ
覚
ゆ
。
幼
年
の
人
に
必
文
字
を
よ
ま
し
め
て
、
長
じ
て
学

問
に
入
べ
き
基
を
立
る
事
し
か
る
べ
し
。
是
を
染
作
に
た
と
ふ
。
百
の
色
目
も

皮
下
ぞ
め
あ
り
て
こ
そ
顔
色
は
う
る
は
し
け
れ
。
教
ば
急
迫
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。

月
を
か
さ
ね
日
を
つ
み
、
お
の
つ
か
ら
潤
澤
周
遍
な
ら
し
む
。
学
問
の
み
に
あ

ら
ず
。
政
事
家
事
萬
の
事
、
一
と
せ
の
め
ぐ
る
が
ご
と
く
あ
る
べ
し
。
不
知
不

識
し
て
」
（
4
2
オ
）
善
地
に
到
る
、
是
聖
人
の
神
道
、
教
を
設
る
い
は
れ
也
。
借

亦
孝
弟
忠
信
と
な
ら
べ
た
る
事
、
牲
古
に
は
聞
え
ず
。
孟
子
よ
り
は
じ
め
て
い

へ
る
款
。
初
篇
に
壮
者
以
暇
日
修
孝
弟
忠
信
と
も
、
尽
心
に
安
富
尊
親
に
封
し

て
四
字
を
出
せ
り
。
此
四
字
は
い
、
、
つ
れ
も
子
弟
た
る
者
の
教
也
。
孔
門
に
は
多

孝
弟
と
の
み
出
、
或
忠
信
と
の
み
出
た
り
。
孝
弟
一
類
忠
信
一
類
、
論
語
皆
し

か
り
。
工
み
る
べ
し
。
あ
な
か
し
こ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
鳴
鳳
卿
定
論

立
干
五
七
月
下
旬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
源
鼎
卿
謹
爲
」
（
4
2
ウ
）

宋
諸
老
先
生
五
常
説
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鳴
鳳
卿
影

面
漢
周
子
の
日
、
四
徳
の
元
は
猶
五
常
の
仁
の
ご
と
し
と
。
是
仁
義
禮
智
信
を

以
五
常
と
す
。
四
徳
と
は
易
乾
卦
交
の
群
、
乾
は
元
亨
利
貞
と
い
へ
る
義
に
し

て
、
元
は
露
な
る
の
義
、
亨
は
通
ず
る
の
義
、
利
は
宜
の
義
、
貞
は
正
し
き
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳
一

義
也
。
天
に
四
季
四
行
あ
り
。
人
に
合
性
あ
り
。
万
丈
徳
也
。
春
夏
秋
冬
弄
火

 
 
㈱

金
水
を
仁
義
言
書
に
配
す
。
信
を
い
は
ざ
る
は
、
五
常
の
信
は
五
行
の
土
の
ご

と
し
と
て
、
天
の
四
行
土
に
質
を
そ
な
へ
、
其
車
上
に
め
ぐ
る
。
四
季
に
土
用
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あ
り
。
各
其
季
に
寄
王
す
る
事
十
八
日
な
る
が
ご
と
し
。
凡
天
地
の
間
は
一
旦

の
流
行
の
み
。
一
事
動
静
し
陰
と
成
陽
と
成
、
陰
陽
二
氣
交
感
の
理
に
も
る
・

こ
と
な
し
。
陽
は
健
に
し
て
陰
は
順
也
。
五
行
の
内
火
木
は
陽
に
し
て
健
、
金

水
土
は
」
（
4
3
オ
）
陰
に
し
て
順
也
。
天
地
の
覆
水
火
先
な
れ
り
。
二
物
則
陰
陽

の
凝
れ
る
所
、
健
順
の
性
あ
り
。
五
常
も
仁
義
を
美
言
時
は
、
仁
は
陽
に
し
て

襲
生
を
主
り
健
な
り
。
野
馳
敏
を
事
と
し
て
陰
に
し
て
順
也
。
因
て
陰
陽
五
行

に
配
し
て
性
中
に
仁
義
禮
智
を
そ
な
へ
、
健
順
五
常
の
義
と
す
。
又
五
常
を
陰

陽
に
分
配
す
る
時
は
、
仁
禮
は
陽
、
義
智
信
は
陰
に
属
す
。
是
人
は
曲
物
の
霊

長
に
し
て
天
地
と
徳
を
合
せ
た
る
い
は
れ
な
り
。
朱
子
大
學
の
序
に
も
天
生
民

を
降
し
て
よ
り
則
是
に
與
る
に
仁
義
禮
智
を
以
せ
ず
と
い
ふ
な
し
と
は
此
義

也
。
さ
れ
ば
人
蚕
性
中
に
劣
れ
る
所
萬
古
に
亘
り
て
不
易
な
る
理
を
も
て
こ
れ

を
五
常
と
は
い
ふ
義
也
。
又
全
言
の
仁
偏
言
の
仁
と
い
ふ
は
、
天
の
四
徳
元
の

内
に
こ
も
れ
る
に
比
」
（
4
3
ウ
）
す
。
春
は
生
じ
、
夏
は
長
じ
、
秋
は
み
の
り
、

冬
は
藏
す
。
生
長
収
藏
皆
春
の
生
ず
る
所
也
。
五
常
の
仁
も
墨
形
な
り
。
是
を

全
言
と
す
。
仁
に
し
て
辺
徳
を
か
ぬ
れ
ば
也
。
な
ら
べ
称
す
る
は
偏
言
に
し
て

五
行
と
な
れ
る
を
云
義
な
り
。

 
 
右
五
常
総
説

 
 
仁

朱
子
日
、
心
之
徳
愛
之
理
と
。
里
心
と
は
人
の
｝
身
の
主
人
に
し
て
、
上
下
八

方
此
心
よ
り
使
令
す
る
所
、
此
心
天
に
あ
り
て
は
命
と
し
（
物
に
あ
り
て
は
理

と
し
、
人
に
あ
り
て
は
性
と
し
、
人
身
に
主
た
る
所
を
以
心
と
は
云
也
。
此
心

を
穀
の
種
に
た
と
へ
て
其
生
ず
る
所
の
理
あ
る
、
是
を
仁
と
云
。
い
は
ゆ
る
徳

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
中
）
 
1
翻
刻
と
解
題
1

な
り
。
既
に
生
ず
る
時
は
情
と
云
。
掬
愛
の
理
と
は
、
愛
は
」
（
4
4
オ
）
七
情
の

一
に
し
て
物
を
愛
す
る
の
道
理
あ
る
所
也
。
此
仁
は
、
心
の
全
徳
生
ミ
の
道
理

天
よ
り
人
に
う
け
具
へ
、
己
が
身
に
固
よ
り
得
る
所
を
以
心
の
徳
と
す
。
是
則

仁
の
髄
な
り
。
物
を
慈
愛
す
る
の
道
理
あ
る
は
信
用
也
。
仁
愛
の
理
な
り
。
萬

の
事
に
髄
用
あ
り
。
影
と
形
と
相
離
れ
ざ
る
が
如
し
。
さ
れ
ば
仁
は
天
地
生
物

の
心
と
も
あ
り
て
廣
愚
な
る
も
の
也
。
其
理
に
し
た
が
ひ
て
親
を
親
と
し
、
人

を
恵
み
、
物
を
あ
は
れ
む
い
は
れ
な
り
。
孟
子
に
側
隠
の
心
は
仁
の
端
也
と
の

給
ふ
。
其
か
た
は
し
心
に
顕
れ
て
物
を
慈
愛
す
る
姿
と
成
も
の
な
り
。

 
 
虫

払
子
日
、
下
之
多
事
之
宜
と
。
是
江
島
用
あ
り
。
制
と
は
お
さ
ふ
る
と
云
事
な

り
。
人
心
に
天
理
と
人
慾
の
両
行
あ
り
。
天
理
に
順
じ
て
己
が
私
を
押
ふ
る
は

義
を
行
也
。
人
手
に
し
た
が
ふ
は
」
（
4
4
ウ
）
不
義
に
し
て
人
道
に
あ
ら
ず
。
さ

れ
ば
天
理
自
然
に
人
心
を
制
す
る
の
理
あ
る
を
心
の
制
と
す
。
髄
也
。
萬
の
事

宜
と
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
と
あ
り
。
事
わ
ざ
皆
宜
に
し
た
が
ふ
。
い
は
ゆ
る
事
の

宜
也
。
よ
っ
て
仁
義
と
並
称
す
る
時
も
仁
は
膿
に
し
て
義
を
ば
用
と
す
。
如
何

に
仁
愛
す
れ
ば
と
て
、
我
が
親
人
の
親
の
差
等
も
な
く
、
受
ま
じ
き
物
を
受
、

す
ま
じ
き
事
を
な
す
は
、
義
な
き
也
。
仁
義
な
ら
べ
称
す
る
も
是
が
為
也
。
孟

子
に
差
回
の
心
は
義
の
端
也
と
の
給
ひ
、
は
ち
な
き
事
を
我
心
に
も
は
ち
い
む

の
心
義
の
か
た
は
し
な
り
と
也
。

 
 
禮

朱
子
日
、
天
理
上
文
人
事
儀
則
と
。
天
の
道
理
の
ほ
ど
よ
き
あ
や
あ
る
と
て
、

日
月
五
星
昼
夜
を
わ
か
ち
、
四
季
尽
く
の
花
紅
葉
に
至
ま
で
皆
天
理
文
章
あ

り
。
禮
の
膿
と
な
紅
」
（
4
5
オ
）
ぬ
。
人
に
尊
卑
高
下
あ
り
。
威
儀
三
千
の
お
ほ

き
人
の
手
本
な
る
も
の
人
事
百
計
に
し
て
用
也
。
孟
子
日
、
辞
譲
の
心
は
禮
の
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山
号
と
。
人
に
甦
退
し
人
に
譲
る
は
禮
の
か
た
は
し
心
に
顕
は
る
・
も
の
也
。

 
 
智

智
信
の
二
徳
朱
子
鮮
な
し
。

周
子
日
、
通
日
智
と
。
物
に
通
憎
し
て
是
非
善
悪
の
差
別
明
ら
か
に
、
物
を
始

め
て
開
き
、
務
を
成
就
し
、
人
を
利
し
、
己
を
お
く
も
の
智
の
徳
な
り
。
孟
子

日
、
是
非
の
心
は
智
の
端
也
。

 
 
津

南
子
日
、
守
日
信
と
。
凡
流
を
操
守
り
て
道
を
た
が
へ
ざ
る
は
信
也
。
先
に
出

た
る
四
行
も
此
信
に
て
拘
束
す
。
此
信
な
」
（
4
5
ウ
）
き
時
は
偽
な
り
。
人
言
を

信
と
す
と
云
て
、
人
は
詞
を
た
が
へ
ざ
る
を
信
と
い
ふ
。

右
性
に
そ
な
は
れ
る
所
五
常
の
大
略
也
。
又
親
義
別
話
信
を
も
五
常
と
云
事
あ

り
。
父
子
君
臣
夫
婦
長
幼
朋
友
の
常
の
道
な
り
。
孟
子
に
見
え
た
り
。

 
 
性
理
の
学
大
綱

聖
人
既
に
没
し
給
ひ
、
其
教
変
化
し
、
昊
端
の
教
、
老
子
の
惜
憺
虚
無
、
重

氏
の
教
寂
滅
是
性
の
類
、
刑
名
法
律
の
学
、
権
謀
術
数
の
事
盛
に
し
て
、
生
民

の
耳
目
を
ぬ
り
、
聖
人
の
墨
譜
解
せ
る
を
以
、
宋
の
周
茂
叔
は
じ
め
て
太
極
の

圖
説
を
の
べ
、
道
の
本
源
天
に
出
る
事
を
し
め
し
給
ふ
。
是
は
易
係
辮
に
、
易

に
太
極
あ
り
。
陰
陽
爾
儀
を
」
（
4
6
オ
）
生
じ
、
爾
儀
大
陽
少
陰
大
陰
少
陽
の
四

象
を
生
じ
、
四
象
乾
党
丈
長
巽
西
艮
坤
の
八
卦
を
生
じ
、
八
を
田
畳
て
六
十
四
卦

を
生
じ
、
陽
数
極
り
ぬ
。
陰
の
数
は
六
則
重
卦
の
六
芸
是
也
。
六
六
三
百
六
十

に
積
て
交
の
義
終
る
。
論
評
生
漏
し
て
無
蓋
の
象
を
振
と
せ
り
。
太
極
は
元
来

極
り
な
き
物
也
。
寂
然
と
し
て
動
か
ず
。
万
の
象
其
内
に
存
在
す
。
動
け
ば
陽

と
な
り
、
し
づ
ま
れ
ば
陰
と
な
り
、
其
動
静
に
よ
り
て
其
氣
妙
合
し
て
水
火
木

金
壷
と
な
り
、
天
地
と
な
る
。
天
地
の
性
情
を
乾
坤
と
す
。
乾
は
健
な
る
氣
に

し
て
男
と
な
り
、
坤
は
柔
順
の
氣
に
し
て
女
と
な
れ
り
。
如
此
人
道
上
き
て
萬

物
そ
れ
く
に
な
り
出
る
、
所
謂
一
陰
一
陽
是
を
道
と
す
。
是
天
地
本
原
の
す

が
た
也
。
因
而
道
躰
と
云
。

理
と
は
則
太
極
也
。
氣
と
は
陰
陽
な
り
。
陰
陽
を
は
な
れ
て
」
（
4
6
ウ
）
太
甲
高

に
あ
ら
ず
。
太
極
は
陰
陽
の
中
に
寓
す
。
理
氣
二
な
し
。
然
共
氣
は
清
濁
あ
り
。

理
に
清
濁
な
し
。
渾
然
た
る
物
な
り
。
理
は
先
に
し
て
氣
は
後
と
云
に
あ
ら
ず
。

理
と
い
へ
ば
氣
、
則
是
を
包
む
。
一
と
い
へ
ば
二
を
含
が
ご
と
し
。
さ
れ
ば
二

㈲
1

を
倍
す
る
は
四
、
四
を
重
ぬ
る
は
八
、
数
も
亦
如
此
な
り
行
所
、
理
の
し
か
る

い
は
れ
な
り
。
此
理
は
管
物
に
有
物
也
。
天
に
あ
れ
ば
命
と
す
。
命
を
司
ど
る

所
あ
る
が
ご
と
く
、
主
宰
す
る
所
を
帝
と
云
、
人
に
う
け
て
は
性
と
し
、
己
が

身
に
有
を
心
と
す
。
直
心
の
う
ご
き
て
物
に
感
を
情
と
云
、
猫
動
を
意
と
す
。

思
惟
す
る
を
思
と
云
、
計
量
す
る
を
慮
と
云
、
柳
ホ
に
せ
ぬ
を
慎
と
し
、
事
を

大
切
に
し
無
事
時
は
み
だ
り
な
き
様
に
畏
る
・
を
敬
と
す
。
筆
工
に
し
て
妄
な

き
を
誠
と
す
。
如
平
心
の
上
に
あ
り
て
も
理
は
事
理
に
し
て
鷹
接
の
間
に
各
あ

り
。
程
子
日
、
物
事
を
理
と
し
、
物
を
は
か
る
を
義
と
す
。
理
一
に
し
て
分
帯

心
」
（
4
7
オ
）
共
あ
り
。
物
≧
に
学
理
を
寓
す
。
窮
理
の
学
堂
に
な
れ
り
。
窮
理

又
格
物
致
知
と
も
い
ふ
。
抑
世
遠
く
聖
亡
び
、
軍
楽
仁
義
の
教
諸
家
の
説
出
て
、

有
が
ご
と
く
無
が
ご
と
し
。
河
南
二
七
子
學
を
濾
漢
周
茂
叔
に
う
け
、
禮
記
の

内
に
大
立
中
庸
あ
る
を
見
出
給
ひ
、
論
語
に
孟
子
を
そ
へ
、
学
庸
を
合
せ
て
四

子
の
学
と
し
給
ふ
。
大
学
に
三
綱
書
論
留
目
あ
る
を
以
入
学
の
門
を
た
つ
。
格

物
と
は
事
に
到
る
と
云
意
、
凡
一
事
一
物
の
う
へ
に
到
る
を
云
。
致
知
は
其
事

物
に
到
り
て
其
當
に
然
る
べ
き
の
理
を
窮
る
な
り
。
た
と
へ
ば
字
を
書
す
る
が

ご
と
し
。
此
字
に
何
の
義
あ
り
、
何
の
理
な
り
と
極
め
し
る
類
也
。
今
日
一
事

に
至
り
、
明
日
一
物
に
至
り
、
日
を
つ
み
年
を
重
ね
て
怠
ら
ざ
る
時
は
衆
理
一
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串
し
て
三
方
潤
達
す
。
一
旦
諮
然
と
し
て
心
明
ら
か
な
る
也
。
扱
誠
意
と
云
よ

り
平
天
下
ま
で
此
窮
理
の
力
に
て
至
る
也
。
是
を
明
徳
を
明
ら
か
に
す
と
し
、

是
を
推
し
」
（
4
7
ウ
）
て
民
の
徳
を
も
新
に
し
、
至
善
の
地
に
止
り
て
動
事
な
き

は
聖
人
の
地
位
也
。
學
成
就
の
事
也
。

 
 
 
以
上
道
膿

 
 
氣
質
性
本
然
性

人
は
陰
陽
五
行
の
氣
を
受
て
生
ず
。
其
氣
の
清
を
受
た
る
人
は
、
才
も
自
然
に

す
み
て
世
に
所
謂
器
用
に
し
て
六
番
獲
明
也
。
道
に
す
・
む
事
は
や
し
。
其
濁

氣
を
受
た
る
は
、
自
遅
鈍
に
し
て
道
に
す
・
む
病
人
に
早
る
。
然
共
其
勤
め
て

怠
ら
ざ
れ
ば
其
積
り
伶
三
七
明
と
功
を
同
じ
く
す
。
人
一
た
び
に
し
て
よ
く
す
、

わ
れ
是
を
十
度
す
と
中
庸
に
い
へ
る
が
ご
と
く
、
其
終
は
相
と
も
に
一
に
蹄
す

る
者
也
。
ロ
ハ
氣
稟
と
て
氣
質
の
受
る
所
に
し
て
か
は
り
有
の
み
な
り
。
た
と
ヘ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
マ
マ
 

ば
怒
氣
強
き
生
質
あ
り
。
嗜
慾
深
き
稟
あ
り
。
酒
落
な
る
風
儀
あ
り
。
平
な

る
性
あ
り
。
静
な
る
」
（
4
8
オ
）
生
あ
り
。
柔
弱
な
る
人
あ
り
。
剛
生
な
る
者
あ
り
。

皆
天
氣
の
変
化
を
う
け
て
萬
品
の
質
を
な
す
。
是
氣
質
の
性
な
り
。
人
欲
此
に

出
。本

然
の
性
と
は
先
に
云
所
の
天
命
し
て
人
に
受
る
所
の
性
な
り
。
天
の
性
は
不

善
な
し
。
皆
善
な
る
者
に
し
て
二
な
し
。
賢
愚
鋭
鈍
皆
同
じ
く
天
よ
り
賦
與
す

る
の
理
に
し
て
、
人
う
け
て
性
と
す
る
空
也
。
聖
凡
か
は
り
め
な
し
。
た
と
へ

ば
氣
質
清
濁
に
受
て
不
具
な
り
共
、
皇
弁
自
干
せ
ず
己
が
私
に
よ
べ
克
お
ほ
す

る
時
は
、
愚
も
智
と
な
る
べ
し
。
不
肖
も
賢
と
な
る
べ
し
。
つ
と
め
に
有
故
也
。

是
学
問
の
功
な
り
。
聖
愚
本
来
差
別
な
き
道
理
、
本
然
の
性
也
。
天
理
此
に
出
。

五
常
の
解
、
既
に
別
見
す
。

 
 
忠
恕
 
 
 
 
」
（
4
8
ウ
）

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
中
）
 
1
翻
刻
と
解
題
1

25） 24 23） 22） 21） eO） （19） （18） （10 （16） （15） （14 （13） （12） （11） （10） （9） （8） （7）26）

注
本
文
「
蒙
」
 
 
 
「
其
」

本
文
「
左
」
．
 
「
在
」

本
文
「
か
」
-
「
候
」

本
文
「
も
」
一
「
共
」

本
文
「
衛
」
 
 
「
術
」

         
墨朱朱二朱
） ） ） ） ）

本
文
「
稽
」
i
墨
で
抹
消
し
行
間
に
「
藝
」
（
墨
）
と
補
記
。

本
文
「
お
み
」
 
 
行
間
に
「
出
」
（
墨
）
と
補
記
。

本
文
「
稽
」
1
行
間
に
「
嗜
」
（
墨
）
と
補
記
。

本
文
こ
の
部
分
な
し
1
頭
欄
に
注
記
（
朱
）
q

本
文
「
阿
」
1
「
安
」
（
朱
）

本
文
「
阿
」
1
「
安
」
（
朱
）

本
文
「
功
」
1
「
切
」
（
朱
）

本
文
「
そ
」
一
「
亡
」
（
朱
）

本
文
「
老
」
の
字
な
し
1
行
間
に
「
老
」
（
朱
）
と
補
記
。

本
文
「
翌
」
 
 
「
翼
」
（
朱
）

本
文
「
問
」
 
 
 
「
問
」
（
朱
）

本
文
「
筆
」
 
 
 
「
草
」
（
墨
）

本
文
「
姓
」
に
近
き
字
体
 
 
「
性
」
（
朱
）

本
文
「
仁
義
禮
智
信
」
1
「
信
」
の
字
に
朱
点
を
付
し
、
欄
外
に

之
早
耳
乎
」
（
朱
）
と
注
す
る
。

本
文
「
信
」
 
 
「
倍
」
（
朱
）

「
信
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